
　ふりかえり

知覧庁舎跡地利活用ワークショップを開催しました。

　「新庁舎移転後の現知覧庁舎をどう活用していくか」について、活用
方法のアイディアを出し合うワークショップを開催しました。
　周辺地域の皆さまに鹿児島大学 ( 包括連携協定による地域課題の解決
支援 ) の学生が加わり、両日とも約 50人の参加があり、たくさんの貴
重なご意見をいただきました。
　ワークショップで出たアイディアは、知覧庁舎跡地利活用検討会内で
活用方法案として活かされます。
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　今回のワークショップは、６つの視点で 8つの班に別れ、各班にはそれぞれの目線に立って利活用方法の検
討をしていただきました。

　まちあるき 　アイデア出しワークショップ 　発表

　地図作成ワークショップ

ワークショップの内容について

①②
こども

③④
子育て世代

⑤
シニア

⑥
働く人

⑦
移住者

⑧
観光客

●第 1 回　11 月 17 日（日曜日）　夢郷館多目的ホール

　発表

知覧庁舎周辺がどんなま
ちで、どんな場所にした
いかを実際に歩いてイ
メージを膨らませました。

まちあるきの中でどんな
発見があり、どんなアイ
ディアが浮かんだかをグ
ループで出し合いました。

各班で出た発見やアイ
ディアを発表して、皆さ
んで共有しました。

●第２回　１２月１日（日曜日）　夢郷館多目的ホール

1 回目での内容を各班で
ふりかえり、次のワーク
ショップへ備えました。

グループ内で具体的なア
イディアを出し合い、実
際に地図上にアイディア
を配置していき、エリア
図を完成させました。

各班でまとめた地図につ
いて、活用案を発表し皆
さんで共有しました。

●ワークショップの様子

全体説明の様子。どのような進
め方をするのか皆さん真剣に耳
を傾けていました。

学生さんに各班のワークショッ
プ進行役を務めていただきまし
た。

アイディア出しが熱を帯びてき
て、全員立ち上がって意見を出
し合う場面もありました。

たくさんのアイディアでどの班
も地図が付箋でいっぱいになり
ました。
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ワークショップに参加された地元の皆さまから地域への強い思いが感じられ、充実した時間となりました。
貴重なアイディアを「どう実現していくか」が大切です。今後も良い検討を重ね、進めていきたいと考えています。

●ワークショップのまとめについて

↑他の班について
はこちらからご覧

いただけます。

※こちらは、ワークショップで出たアイディアを各班でまとめた内容です。知覧庁舎跡地の利活用方法を決定したものではありません。

（①②こども、③④子育て世代、⑤シニア、⑥働く人、⑦移住者、⑧観光客）
　各班、知覧庁舎周辺の地図にアイディアを配置していき、知覧庁舎周辺エリア
の活用案を作成しました。広報紙では、例として①こども班と⑧観光客班のアイ
ディアをご紹介します。
　その他の班については、ホームページに掲載していますので是非ご覧ください。
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